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1983 年生まれ。美術・メディア研究者、映像作家。
大学在学中にイメージ論、編集術を学ぶ。アーティ
ストの活動に関わる聞き取りや調査、記録を通して、
アート・ドキュメンテーションを行なっている。主
には 1960 年代の芸術と政治、メディアを研究テーマ
として、映像やテキストによる記録を行ない、シン
ポジウムや書籍のプログラムを通した活動を展開。
東日本大震災を経て、記録と芸術についての考察と
実践を継続している。主な共著に『文藝別冊 澁澤龍
彦ふたたび』（河出書房新社、2017 年）、『日本のテロ
　爆弾の時代 60s-70s』（河出書房新社、2017 年）、『半
島論』（響文社、2018 年）など。一般社団法人 戦後
芸術資料保存 代表理事。
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